
　小田原で終わったと思っていた北条氏の本流が、
この大阪狭山の地で明治維新・廃藩置県の日まで領
主として民や土地を治めていたことに感動。又、狭山
藩本陣の大門が堺県が出来たときに県庁の門として
堺に移され、今は本願寺堺別院の門になっているの
には驚きでした。半井姉弟のブレイクダンスの身体能
力には実際驚いたのですが、サイド取材でお目にか
かった二人のお父さん重弥さんの心の深いところか
らの言葉「本当に子は宝です」には胸をつかれまし
た。重幸くんのユースオリンピックのゴールドメダルを期
待です。読者の皆さんも応援して下さい。

上記3公演問い合わせ先 　主催：音楽愛好家協会｢こんごう｣ 080-3771-4856

坂東玉三郎坂東玉三郎
越路吹雪を歌う「愛の讃歌」越路吹雪を歌う「愛の讃歌」

半井 彩弥・半井 重幸  ブレイクダンサー大阪狭山に生きる人大阪狭山に生きる人
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AGUAとはスペイン語で「水」を意味します。
狭山池をシンボルにいただく
大阪狭山市をイメージしています。

日
本
最
古
の
ダ
ム
式
溜
め
池
、狭
山

池
。広
が
る
水
面
の
北
の
堤
近
く
に
こ

の
池
を
鎮
め
る
た
め
に
祀
り
継
が
れ
て

き
た
龍
神
様
の
お
社
が
鎮
座
し
て
い
ま

す
。私
は
こ
の
お
社
を
前
景
に
し
た
眺

め
が
と
て
も
大
好
き
で
す
。丸
い
ガ
ス
タ

ン
ク
も
見
え
て
幼
い
頃
を
想
い
起
こ
さ

せ
て
く
れ
て
心
が
安
ま
り
ま
す
。四
季

折
々
、池
の
散
策
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

岩
田 

吉
朗 

（
大
阪
狭
山
美
術
協
会 

会
員
）

（
水
彩
画
）

「
や
す
ら
ぎ
」

表
紙
の
こ
と
ば

編集後記

と

戦国大名 小田原北条五代の末裔戦国大名 小田原北条五代の末裔 狭山藩 北条氏狭山藩 北条氏特集特集

わが街・再発見！  大阪狭山市地域情報誌 13vol2018.7

掲示板

開演/17：00  開場/16：30

EVENT PICKUP

前売／一般 8,500円 

大ホール
（土）11.172018

掲示板ご利用の方はAGUA編集室迄 TEL.072-365-8700（栂井）

エッセイ  「フィリピンの田舎町にて」　吉田 友好

大阪狭山市グルメリポート 「アジアン雑貨衣料＆カフェ MICALA」

大阪狭山市ショップ情報 「産直新鮮狭山やさいの店 みちっこ」

自転車de GO! GO!

CROSS WORD PUZZLE

アグアラウンジ

SAYAKAホール EVENT PICKUP

AGUA掲示板

AGUA編集スタッフ募集

【予定曲】 ●枯葉 ●愛の讃歌 ●バラ色の人生 ほか
※曲目は都合により変更になる場合がございます。

編集室では取材と記事の書けるライターを募集しております。大阪狭山市をいろんな
アングルから再発見、素敵に生きる人を見い出し紹介する仕事です。報酬は面談の上。

（当日500円増）全席指定・税込

お問い合せ TEL.072-365-8700

主　催 （公財）大阪狭山市文化振興事業団

制　作 キョードー東京

協　力 松竹エンタテインメント
岩谷時子音楽文化振興財団
（株）内藤音楽事務所
ユニバーサルミュージック
トップシーン、ジェイ・ツー

発売日

7/14土
2018年

真琴つばさ真琴つばさ

姿月あさと姿月あさと

ソプラノリサイタル
関 定子
Super Summer ConcertSuper Summer Concert

トロンボーン？
はじめてはじめて！！

0歳児OKコンサート0歳児OKコンサート

ソプラノの歌声・・
狭山のうたひめ

※0歳児OKコンサートは、大人の方だけでもご入場いただけます。

7/16(月・祝)
開演／14：00～ ※開場は開演の30分前
会場／SAYAKAホール 小ホール
入場料／2,000円 当日2,500円
　　　　（学生 1,000円）
予定曲／日本歌曲・オペラアリア
　　　　民謡・流行り歌

7/19(木)
入場料／大人500円
　　　　子ども100円
トロンボーン独奏：葛谷佐和
ピアノ伴奏：宮原 舞

9/27(木)
入場料／大人500円
　　　　子ども100円
ソプラノ独唱：森 千夏
ピアノ伴奏：未定

第72回 第73回



特集 

小
田
原
城
開
城
か
ら

 

高
野
山
追
放

　

狭
山
藩
北
条
氏
の
先
祖
は
、
天
正

18
年（
1
5
9
0
）に
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ

て
居
城
小
田
原
城
を
攻
め
ら
れ
、
3
か

月
に
及
ぶ
攻
防
の
末
、
4
代
氏
政
は

切
腹
、
5
代
氏
直
は
高
野
山
へ
追
放

さ
れ
た
小
田
原
北
条
氏
で
す
。こ
の
時
、

4
代
氏
政
の
弟
で
あ
る
氏
規
は
、
氏

直
同
様
高
野
山
で
の
謹
慎
処
分
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
氏
規
が
秀
吉
か
ら

許
さ
れ
、
知
行
を
得
る
こ
と
で
後
の
狭

山
藩
の
礎
を
築
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

氏
規
は
、
小
田
原
北
条
に
あ
っ
て
は
、

領
地
の
西
側
の
要
で
あ
る
韮
山
城
を
守

り
、
小
田
原
攻
撃
に
お
い
て
も
そ
の
猛

攻
に
耐
え
、
徳
川
家
康
や
豊
臣
秀
吉

と
の
交
渉
役
を
務
め
、
両
者
か
ら
も
認

め
ら
れ
て
い
た
人
物
で
す
。
そ
し
て
秀

吉
の
旗
本
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
、
河

内
国
丹
南
郡
に
2
千
石
を
あ
て
が
わ

れ
、
初
め
て
南
河
内
地
域
と
北
条
氏
が

結
び
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
7
千
石
に

加
増
さ
れ
、
こ
の
時
、
市
域
の
池
尻
村
、

今
熊
村
、
岩
室
村
が
含
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
以
降
も
秀
吉
に
従
い
、
肥
前
名

護
屋
城
ま
で
出
陣
し
て
い
ま
す
。
氏
規

は
、
狭
山
藩
祖
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

関
ヶ
原
の
戦
い
、

 

そ
し
て
大
名
昇
格

　

氏
規
の
子
氏
盛
は
、
小
田
原
北
条

5
代
氏
直
の
養
子
と
な
り
、
６
代
を

継
ぐ
宿
命
で
し
た
が
、
戦
国
時
代
の

終
わ
り
を
告
げ
る
小
田
原
開
城
に
よ
っ

て
、
大
き
く
運
命
が
急
転
化
し
ま
し

た
。
秀
吉
に
よ
る
天
下
統
一
が
な
さ
れ
、

氏
盛
は
父
氏
規
、
養
父
氏
直
と
と
も

に
高
野
山
に
入
り
ま
し
た
。

　

氏
直
が
秀
吉
か
ら
大
名
復
帰
を
許
さ

れ
ま
し
た
が
、
急
死
し
た
た
め
、
氏
盛

の
遺
領
の
う
ち
４
千
石
を
相
続
し
、
父

氏
規
が
慶
長
５
年
（
1
6
0
0
）
に
没

し
、
父
の
遺
領
７
千
石
も
相
続
し
、
1

万
1
千
石
の
大
名
に
昇
格
し
ま
し
た
。

狭
山
藩
の
初
代
は
、
こ
の
氏
盛
で
す
。

　

そ
の
後
氏
盛
は
徳
川
家
康
に
従
い
、

下
野
小
山
へ
従
軍
し
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で

は
、
家
康
側
近
の
西
尾
吉
次
に
属
し
、

東
軍
の
家
康
本
陣
を
守
り
ま
し
た
。
氏

盛
は
慶
長
13
年
（
1
6
0
8
）
に
大
阪

久
宝
寺
町
の
屋
敷
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

 

大
坂
落
城
と

 

河
内
狭
山
の
陣
屋
構
築

　

8
歳
で
家
督
を
継
い
だ
2
代
氏
信

は
、
慶
長
20
年
（
1
6
1
5
）
5
月

の
大
坂
夏
の
陣
の
と
き
15
歳
で
し
た

が
、
江
戸
城
警
備
中
で
、
夏
の
陣
後

に
初
め
て
氏
信
は
狭
山
の
地
に
入
り

ま
し
た
。
し
か
し
陣
屋
が
ま
だ
な
か
っ

た
の
で
、
池
尻
村
の
孫
左
衛
門
の
も

と
に
仮
住
ま
い
し
た
。
そ
し
て
翌
元
和

2
年
（
1
6
1
6
）
か
ら
陣
屋
の
構

築
を
狭
山（
池
尻
村
）で
始
め
ま
し
た
。

今
の
東
小
学
校
や
狭
山
藩
陣
屋
跡
の

碑
が
建
つ
あ
た
り
で
す
。
陣
屋
構
築

に
よ
っ
て
、
名
実
と
も
に
狭
山
藩
が
誕

生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

陣
屋
は
、
3
代
氏
宗
の
と
き
に
上

屋
敷
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

江
戸
で
は
、
上
・
下
屋
敷
を
拝
領
し
、

5
代
氏
朝
の
と
き
に
は
、
陣
屋
に
下
屋

敷
も
完
成
し
、
狭
山
藩
と
し
て
の
体
制

が
整
い
ま
し
た
。
上
屋
敷
に
は
撃
剣
道

場
や
槍
術
稽
古
場
、
下
屋
敷
に
は
馬

場
や
的
場
も
設
け
ら
れ
、
武
芸
の
鍛

錬
の
た
め
の
施
設
が
置
か
れ
ま
し
た
。

 

名
君
5
代
藩
主

 

氏
朝
の
政
治

　

12
代
に
及
ぶ
狭
山
藩
藩
主
の
な
か

で
、
傑
出
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る

の
が
5
代
氏
朝
で
す
。
氏
朝
は
幼
年
よ

り
儒
学
を
学
び
、
そ
の
後
も
神
道
を

敬
い
、
法
雲
寺
の
慧
極
道
明
か
ら
学
ん

だ
仏
教
と
、
様
々
な
知
識
を
身
に
つ
け

政
治
理
念
と
し
て
「
新
民
三
教
抄
」

を
著
し
藩
政
に
用
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

氏
朝
が
藩
政
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
施

政
方
針
と
も
い
え
る
も
の
で
、
藩
士
の

不
正
行
為
は
厳
し
く
戒
め
、
ま
た
身

分
に
か
か
わ
ら
ず
人
材
を
登
用
し
ま
し

た
。
質
素
倹
約
を
旨
と
し
、
奢
侈
を

嫌
い
、
堅
実
な
財
政
運
営
に
務
め
ま

し
た
。
幕
府
の
役
職
で
は
伏
見
奉
行

や
寺
社
奉
行
な
ど
、
他
の
藩
主
よ
り

重
職
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

藩
と
し
て
の
威
容
を
維
持
す
る
た
め
、

下
屋
敷
を
建
て
た
り
、
馬
場
や
的
場
を

建
造
し
た
り
し
た
ほ
か
、
先
祖
を
敬
い

専
念
寺
の
氏
規
、
氏
盛
の
墓
石
を
立
て

替
え
た
り
、
法
雲
寺
に
氏
宗
、
氏
治
の

菩
提
所
を
建
立
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
氏
朝
は
、
歴
代
北
条
家
の
系
譜
の
編

さ
ん
に
情
熱
を
傾
け
た
ほ
か
、
日
記
も

の
こ
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
和
歌
に
も
秀

で
数
々
の
和
歌
集
も
の
こ
し
て
い
ま
す
。

 

氏
朝
に
よ
る

 

狭
山
池
支
配
の
始
ま
り

　

氏
朝
の
と
き
に
、
狭
山
藩
は
狭
山

池
の
支
配
を
幕
府
か
ら
許
さ
れ
ま
す
。

狭
山
池
を
藩
の
預
か
り
地
と
し
た
ほ

か
、
狭
山
池
の
支
配
の
み
な
ら
ず
、

樋
役
人
の
住
む
東
新
町
北
側
と
、
池

中
に
開
発
さ
れ
た
池
内
新
開
の
支
配
、

さ
ら
に
樋
役
人
37
人
を
も
指
揮
下
に

お
く
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
水
下

の
村
々
か
ら
の
反
対
が
あ
っ
た
も
の

の
、
氏
朝
の
政
治
力
の
結
果
と
思
わ

れ
ま
す
。
池
内
新
開
か
ら
の
取
米
を

幕
府
に
納
め
、
池
の
普
請
を
公
儀
普

請
に
す
る
な
ど
、
氏
朝
は
様
々
な
改

革
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
6
代
氏
貞
の
と
き
に
、
再

び
幕
府
の
支
配
下
と
な
り
、
狭
山
藩

の
狭
山
池
支
配
は
わ
ず
か
27
年
で
終

わ
り
ま
し
た
。
氏
貞
は
、
狭
山
池
の

池
底
に
た
ま
っ
た
堆
積
物
を
浚
渫
し
、

池
内
新
開
も
拡
張
す
る
計
画
を
延
享

5
年
（
1
7
4
8
）
に
願
い
出
ま
し

た
が
、
結
果
的
に
こ
の
計
画
は
了
承

さ
れ
ず
、
翌
年
に
狭
山
池
や
池
内
新

開
の
支
配
は
幕
府
に
返
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

 

氷
豆
腐
専
売
に
よ
る

 

財
政
改
革

　

江
戸
時
代
も
半
ば
に
な
る
と
、
幕

府
同
様
藩
財
政
も
窮
乏
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
狭
山
藩
で
は
対
策
と
し
て
、

倹
約
令
の
発
布
、
上
米
、
町
人
の
暴

利
抑
制
、
藩
士
の
財
務
に
対
す
る
監

視
、
藩
札
の
発
行
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
対
策
は
十

分
な
効
果
を
発
揮
し
え
ず
、
藩
財
政

の
窮
乏
は
さ
ら
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
11
代
氏
燕
は
、
藩
政
改
革
の

一
環
と
し
て
、
氷
豆
腐
の
藩
営
専
売
に

取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
藩
領
の
五
つ
の

村
に
お
い
て
、
氷
豆
腐
の
専
売
が
始
ま

り
、
大
坂
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
あ
る
程
度
の
収
益
を
上
げ
ま

し
た
が
、
藩
財
政
の
窮
乏
を
打
開
す

る
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な

お
氏
燕
は
、
藩
校
簡
修
館
を
中
興
し

次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
も
努
め

た
藩
主
で
し
た
。

 

外
国
船
の
来
航
と

 

国
内
の
警
備

　

近
世
後
期
に
な
る
と
外
国
船
の
渡
来

が
増
え
、
海
岸
警
備
が
狭
山
藩
に
も
命

じ
ら
れ
ま
す
。
最
も
早
く
文
化
8
年

（
1
8
1
1
）
に
は
和
泉
国
鳳
郡
の
海

岸
、
そ
の
後
天
保
14
年
（
1
8
4
3
）、

安
政
元
年
（
1
8
5
4
）、
文
久
3
年

（
1
8
6
3
）
な
ど
、
複
数
年
に
わ
た

り
海
岸
警
備
を
担
当
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
警
備
に
は
、
藩
領
か
ら
農
兵
が
取

り
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
狭
山
陣

屋
を
訪
れ
た
天
誅
組
へ
の
対
応
、
天
誅

組
討
伐
へ
の
派
兵
、
淀
川
筋
や
大
坂
市

中
の
警
備
、
さ
ら
に
は
京
都
御
所
の
警

備
な
ど
、
幕
府
や
朝
廷
か
ら
の
命
に
従

い
軍
事
費
は
増
加
し
、
藩
財
政
は
窮
乏

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
藩
主
た
ち
は
時

代
の
流
れ
に
翻
弄
さ
れ
る
よ
う
に
過
激

な
時
代
を
生
き
抜
い
て
い
き
ま
し
た
。

 

全
国
に
先
駆
け
て
の

 

版
籍
奉
還

　

最
期
の
藩
主
で
あ
る
12
代
氏
恭
は
、

明
治
維
新
の
変
動
期
に
あ
た
り
、
全

国
の
大
名
に
先
駆
け
て
版
籍
を
奉
還

し
ま
し
た
。
1
万
石
の
小
藩
と
い
え

ど
も
、
潔
く
版
籍
の
奉
還
に
踏
み
切
っ

た
こ
と
は
、
歴
史
的
意
義
を
も
っ
て
い

る
と
い
え
ま
す
。
氏
恭
は
、
そ
の
後
明

治
天
皇
に
仕
え
、
天
皇
が
亡
く
な
る

ま
で
侍
従
と
し
て
仕
え
続
け
ま
し
た
。

北
条
氏

　
狭
山
に
は
戦
国
大
名
北
条
早
雲
の
末
裔
で
あ
る
狭
山
藩
北
条
氏
の
陣
屋
が

築
か
れ
、
二
百
五
十
年
間
に
わ
た
り
お
殿
様
が
い
ま
し
た
。
お
殿
様
は
江
戸
と

狭
山
で
一
年
お
き
に
住
み
、
江
戸
と
狭
山
に
は
上
屋
敷
と
下
屋
敷
が
置
か
れ
ま

し
た
。
狭
山
藩
の
殿
様
と
藩
士
が
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
狭
山
に
は
農
村
だ
け

の
文
化
だ
け
で
は
な
く
、
武
士
の
文
化
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
十
二
代
続
い
た
狭

山
藩
で
は
、
英
主
と
う
た
わ
れ
た
五
代
藩
主
氏
朝
が
豊
か
な
歴
史
を
生
み
、
氏

朝
以
降
の
藩
主
も
幕
末
の
激
動
の
時
期
ま
で
時
代
の
流
れ
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら

も
藩
政
の
安
定
に
努
め
、
一
度
も
転
封
さ
れ
る
こ
と
な
く
明
治
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
狭
山
池
に
次
ぐ
歴
史
文
化
遺
産
で
あ

る
狭
山
藩
を
特
集
し
ま
す
。
大
阪
狭
山
市
は
昨
年
、
狭
山
藩
北
条
氏
の
情

報
を
全
国
に
発
信
す
る
た
め
、
小
田
原
北
条
氏
に
ゆ
か
り
の
あ
る
神
奈
川
県

小
田
原
市
な
ど
12
の
自
治
体
で
構
成
す
る
北
条
五
代
観
光
推
進
協
議
会
に

加
盟
し
、
他
の
自
治
体
と
一
緒
に
な
っ
て
北
条
氏
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。
狭
山
藩
の
歴
史
を
大
阪
狭
山
市
教
育
委
員
会
教
育
部
歴

史
文
化
グ
ル
ー
プ
に
伺
い
ま
し
た
。

う
じ
と
も

う
じ
の
り

う
じ
も
り

う
じ
の
ぶ

紅裾濃縅腹巻 (濱田恒一氏蔵 )紅裾濃縅腹巻 (濱田恒一氏蔵 )狭山藩陣屋上屋敷図(個人蔵)狭山藩陣屋下屋敷図(個人蔵)

小田原北条家墓所（高野山）

現存する陣屋の門（堺市）

う
じ
む
ね

狭山藩初代
氏 盛

狭山藩祖
氏規

5代
氏直

4代
氏政
弟 養子

2代 氏信

3代 氏宗

4代 氏治

5代 氏朝

6代 氏貞

7代 氏彦

8代 氏昉

9代 氏喬

10代 氏久

11代 氏燕

12代 氏恭

子

小田原北条

戦
国
大
名 

小
田
原
北
条
五
代
の
末
裔

狭
山
藩
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小
田
原
城
開
城
か
ら

 

高
野
山
追
放

　

狭
山
藩
北
条
氏
の
先
祖
は
、
天
正

18
年（
1
5
9
0
）に
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ

て
居
城
小
田
原
城
を
攻
め
ら
れ
、
3
か

月
に
及
ぶ
攻
防
の
末
、
4
代
氏
政
は

切
腹
、
5
代
氏
直
は
高
野
山
へ
追
放

さ
れ
た
小
田
原
北
条
氏
で
す
。こ
の
時
、

4
代
氏
政
の
弟
で
あ
る
氏
規
は
、
氏

直
同
様
高
野
山
で
の
謹
慎
処
分
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
氏
規
が
秀
吉
か
ら

許
さ
れ
、
知
行
を
得
る
こ
と
で
後
の
狭

山
藩
の
礎
を
築
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

氏
規
は
、
小
田
原
北
条
に
あ
っ
て
は
、

領
地
の
西
側
の
要
で
あ
る
韮
山
城
を
守

り
、
小
田
原
攻
撃
に
お
い
て
も
そ
の
猛

攻
に
耐
え
、
徳
川
家
康
や
豊
臣
秀
吉

と
の
交
渉
役
を
務
め
、
両
者
か
ら
も
認

め
ら
れ
て
い
た
人
物
で
す
。
そ
し
て
秀

吉
の
旗
本
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
、
河

内
国
丹
南
郡
に
2
千
石
を
あ
て
が
わ

れ
、
初
め
て
南
河
内
地
域
と
北
条
氏
が

結
び
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
7
千
石
に

加
増
さ
れ
、
こ
の
時
、
市
域
の
池
尻
村
、

今
熊
村
、
岩
室
村
が
含
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
以
降
も
秀
吉
に
従
い
、
肥
前
名

護
屋
城
ま
で
出
陣
し
て
い
ま
す
。
氏
規

は
、
狭
山
藩
祖
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

関
ヶ
原
の
戦
い
、

 

そ
し
て
大
名
昇
格

　

氏
規
の
子
氏
盛
は
、
小
田
原
北
条

5
代
氏
直
の
養
子
と
な
り
、
６
代
を

継
ぐ
宿
命
で
し
た
が
、
戦
国
時
代
の

終
わ
り
を
告
げ
る
小
田
原
開
城
に
よ
っ

て
、
大
き
く
運
命
が
急
転
化
し
ま
し

た
。
秀
吉
に
よ
る
天
下
統
一
が
な
さ
れ
、

氏
盛
は
父
氏
規
、
養
父
氏
直
と
と
も

に
高
野
山
に
入
り
ま
し
た
。

　

氏
直
が
秀
吉
か
ら
大
名
復
帰
を
許
さ

れ
ま
し
た
が
、
急
死
し
た
た
め
、
氏
盛

の
遺
領
の
う
ち
４
千
石
を
相
続
し
、
父

氏
規
が
慶
長
５
年
（
1
6
0
0
）
に
没

し
、
父
の
遺
領
７
千
石
も
相
続
し
、
1

万
1
千
石
の
大
名
に
昇
格
し
ま
し
た
。

狭
山
藩
の
初
代
は
、
こ
の
氏
盛
で
す
。

　

そ
の
後
氏
盛
は
徳
川
家
康
に
従
い
、

下
野
小
山
へ
従
軍
し
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で

は
、
家
康
側
近
の
西
尾
吉
次
に
属
し
、

東
軍
の
家
康
本
陣
を
守
り
ま
し
た
。
氏

盛
は
慶
長
13
年
（
1
6
0
8
）
に
大
阪

久
宝
寺
町
の
屋
敷
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

 

大
坂
落
城
と

 

河
内
狭
山
の
陣
屋
構
築

　

8
歳
で
家
督
を
継
い
だ
2
代
氏
信

は
、
慶
長
20
年
（
1
6
1
5
）
5
月

の
大
坂
夏
の
陣
の
と
き
15
歳
で
し
た

が
、
江
戸
城
警
備
中
で
、
夏
の
陣
後

に
初
め
て
氏
信
は
狭
山
の
地
に
入
り

ま
し
た
。
し
か
し
陣
屋
が
ま
だ
な
か
っ

た
の
で
、
池
尻
村
の
孫
左
衛
門
の
も

と
に
仮
住
ま
い
し
た
。
そ
し
て
翌
元
和

2
年
（
1
6
1
6
）
か
ら
陣
屋
の
構

築
を
狭
山（
池
尻
村
）で
始
め
ま
し
た
。

今
の
東
小
学
校
や
狭
山
藩
陣
屋
跡
の

碑
が
建
つ
あ
た
り
で
す
。
陣
屋
構
築

に
よ
っ
て
、
名
実
と
も
に
狭
山
藩
が
誕

生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

陣
屋
は
、
3
代
氏
宗
の
と
き
に
上

屋
敷
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

江
戸
で
は
、
上
・
下
屋
敷
を
拝
領
し
、

5
代
氏
朝
の
と
き
に
は
、
陣
屋
に
下
屋

敷
も
完
成
し
、
狭
山
藩
と
し
て
の
体
制

が
整
い
ま
し
た
。
上
屋
敷
に
は
撃
剣
道

場
や
槍
術
稽
古
場
、
下
屋
敷
に
は
馬

場
や
的
場
も
設
け
ら
れ
、
武
芸
の
鍛

錬
の
た
め
の
施
設
が
置
か
れ
ま
し
た
。

 

名
君
5
代
藩
主

 

氏
朝
の
政
治

　

12
代
に
及
ぶ
狭
山
藩
藩
主
の
な
か

で
、
傑
出
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る

の
が
5
代
氏
朝
で
す
。
氏
朝
は
幼
年
よ

り
儒
学
を
学
び
、
そ
の
後
も
神
道
を

敬
い
、
法
雲
寺
の
慧
極
道
明
か
ら
学
ん

だ
仏
教
と
、
様
々
な
知
識
を
身
に
つ
け

政
治
理
念
と
し
て
「
新
民
三
教
抄
」

を
著
し
藩
政
に
用
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

氏
朝
が
藩
政
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
施

政
方
針
と
も
い
え
る
も
の
で
、
藩
士
の

不
正
行
為
は
厳
し
く
戒
め
、
ま
た
身

分
に
か
か
わ
ら
ず
人
材
を
登
用
し
ま
し

た
。
質
素
倹
約
を
旨
と
し
、
奢
侈
を

嫌
い
、
堅
実
な
財
政
運
営
に
務
め
ま

し
た
。
幕
府
の
役
職
で
は
伏
見
奉
行

や
寺
社
奉
行
な
ど
、
他
の
藩
主
よ
り

重
職
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

藩
と
し
て
の
威
容
を
維
持
す
る
た
め
、

下
屋
敷
を
建
て
た
り
、
馬
場
や
的
場
を

建
造
し
た
り
し
た
ほ
か
、
先
祖
を
敬
い

専
念
寺
の
氏
規
、
氏
盛
の
墓
石
を
立
て

替
え
た
り
、
法
雲
寺
に
氏
宗
、
氏
治
の

菩
提
所
を
建
立
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
氏
朝
は
、
歴
代
北
条
家
の
系
譜
の
編

さ
ん
に
情
熱
を
傾
け
た
ほ
か
、
日
記
も

の
こ
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
和
歌
に
も
秀

で
数
々
の
和
歌
集
も
の
こ
し
て
い
ま
す
。

 

氏
朝
に
よ
る

 
狭
山
池
支
配
の
始
ま
り

　

氏
朝
の
と
き
に
、
狭
山
藩
は
狭
山

池
の
支
配
を
幕
府
か
ら
許
さ
れ
ま
す
。

狭
山
池
を
藩
の
預
か
り
地
と
し
た
ほ

か
、
狭
山
池
の
支
配
の
み
な
ら
ず
、

樋
役
人
の
住
む
東
新
町
北
側
と
、
池

中
に
開
発
さ
れ
た
池
内
新
開
の
支
配
、

さ
ら
に
樋
役
人
37
人
を
も
指
揮
下
に

お
く
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
水
下

の
村
々
か
ら
の
反
対
が
あ
っ
た
も
の

の
、
氏
朝
の
政
治
力
の
結
果
と
思
わ

れ
ま
す
。
池
内
新
開
か
ら
の
取
米
を

幕
府
に
納
め
、
池
の
普
請
を
公
儀
普

請
に
す
る
な
ど
、
氏
朝
は
様
々
な
改

革
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
6
代
氏
貞
の
と
き
に
、
再

び
幕
府
の
支
配
下
と
な
り
、
狭
山
藩

の
狭
山
池
支
配
は
わ
ず
か
27
年
で
終

わ
り
ま
し
た
。
氏
貞
は
、
狭
山
池
の

池
底
に
た
ま
っ
た
堆
積
物
を
浚
渫
し
、

池
内
新
開
も
拡
張
す
る
計
画
を
延
享

5
年
（
1
7
4
8
）
に
願
い
出
ま
し

た
が
、
結
果
的
に
こ
の
計
画
は
了
承

さ
れ
ず
、
翌
年
に
狭
山
池
や
池
内
新

開
の
支
配
は
幕
府
に
返
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

 

氷
豆
腐
専
売
に
よ
る

 

財
政
改
革

　

江
戸
時
代
も
半
ば
に
な
る
と
、
幕

府
同
様
藩
財
政
も
窮
乏
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
狭
山
藩
で
は
対
策
と
し
て
、

倹
約
令
の
発
布
、
上
米
、
町
人
の
暴

利
抑
制
、
藩
士
の
財
務
に
対
す
る
監

視
、
藩
札
の
発
行
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
対
策
は
十

分
な
効
果
を
発
揮
し
え
ず
、
藩
財
政

の
窮
乏
は
さ
ら
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
11
代
氏
燕
は
、
藩
政
改
革
の

一
環
と
し
て
、
氷
豆
腐
の
藩
営
専
売
に

取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
藩
領
の
五
つ
の

村
に
お
い
て
、
氷
豆
腐
の
専
売
が
始
ま

り
、
大
坂
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
あ
る
程
度
の
収
益
を
上
げ
ま

し
た
が
、
藩
財
政
の
窮
乏
を
打
開
す

る
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な

お
氏
燕
は
、
藩
校
簡
修
館
を
中
興
し

次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
も
努
め

た
藩
主
で
し
た
。

 

外
国
船
の
来
航
と

 

国
内
の
警
備

　

近
世
後
期
に
な
る
と
外
国
船
の
渡
来

が
増
え
、
海
岸
警
備
が
狭
山
藩
に
も
命

じ
ら
れ
ま
す
。
最
も
早
く
文
化
8
年

（
1
8
1
1
）
に
は
和
泉
国
鳳
郡
の
海

岸
、
そ
の
後
天
保
14
年
（
1
8
4
3
）、

安
政
元
年
（
1
8
5
4
）、
文
久
3
年

（
1
8
6
3
）
な
ど
、
複
数
年
に
わ
た

り
海
岸
警
備
を
担
当
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
警
備
に
は
、
藩
領
か
ら
農
兵
が
取

り
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
狭
山
陣

屋
を
訪
れ
た
天
誅
組
へ
の
対
応
、
天
誅

組
討
伐
へ
の
派
兵
、
淀
川
筋
や
大
坂
市

中
の
警
備
、
さ
ら
に
は
京
都
御
所
の
警

備
な
ど
、
幕
府
や
朝
廷
か
ら
の
命
に
従

い
軍
事
費
は
増
加
し
、
藩
財
政
は
窮
乏

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
藩
主
た
ち
は
時

代
の
流
れ
に
翻
弄
さ
れ
る
よ
う
に
過
激

な
時
代
を
生
き
抜
い
て
い
き
ま
し
た
。

 

全
国
に
先
駆
け
て
の

 

版
籍
奉
還

　

最
期
の
藩
主
で
あ
る
12
代
氏
恭
は
、

明
治
維
新
の
変
動
期
に
あ
た
り
、
全

国
の
大
名
に
先
駆
け
て
版
籍
を
奉
還

し
ま
し
た
。
1
万
石
の
小
藩
と
い
え

ど
も
、
潔
く
版
籍
の
奉
還
に
踏
み
切
っ

た
こ
と
は
、
歴
史
的
意
義
を
も
っ
て
い

る
と
い
え
ま
す
。
氏
恭
は
、
そ
の
後
明

治
天
皇
に
仕
え
、
天
皇
が
亡
く
な
る

ま
で
侍
従
と
し
て
仕
え
続
け
ま
し
た
。

え
ご
く
ど
う
み
ょ
う

う
じ
さ
だ

う
じ
よ
し

う
じ
ゆ
き
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【陣屋】 江戸時代、城郭を構えない無城の小大名や旗本などの領地内の居館。
【新民三教抄】 氏朝が、長年にわたって自らを練磨してきた体験を基礎に説き示したもので、人の行くべき道を説いたもの。
【樋役人】 狭山新町に住み、池守とともに狭山池の管理を行うもので、東新町と西新町に３７人がいた。
【浚渫】 池浚えのこと。　【氷豆腐】 いまでいう高野豆腐のこと。　【版籍】 土地・人民のことをいう。

北条氏恭（北条尚氏蔵）

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

複製
禁止

「氏朝」といわれる北条氏先祖画像（神奈川県立歴史博物館所蔵）

狭山藩北条氏に触れよう
～13人のお殿様の物語を通じて狭山藩を知ろう～

詳しくは広報さやま9月号に折込の「公民館だより」をご覧下さい。　〈問合せ〉 大阪狭山市立公民館 072-366-0070

大阪狭山市立公民館10:00～12:00（全6回とも）

2018年

289 金 510 金 12 金 19金 26 金 211・ ・ ・ ・ ・ 金 全6回シリーズ開催日

時　間 会　場

ま
と
め

　

狭
山
藩
の
歴
史
を
駆
け
足
で
振
り
返
り
ま

し
た
。
江
戸
時
代
、
狭
山
に
北
条
氏
の
陣
屋

が
置
か
れ
、
お
殿
様
が
い
ま
し
た
が
、
決
し

て
平
穏
無
事
な
平
和
な
歴
史
が
あ
っ
た
だ
け

で
は
な
く
、
日
本
や
世
界
の
流
れ
に
翻
弄
さ

れ
た
歴
史
も
あ
り
ま
し
た
。
市
教
育
委
員
会

で
は
藩
校
で
あ
っ
た
簡
修
館
と
い
う
名
の
歴

史
講
座
で
今
年
も
狭
山
藩
を
取
り
上
げ
た

り
、「
狭
山
藩
北
条
氏
に
触
れ
よ
う
〜
13
人

の
お
殿
様
の
物
語
を
通
じ
て
狭
山
藩
を
知
ろ

う
〜
」
と
い
う
公
民
館
講
座
を
秋
に
開
催
し

た
り
す
る
そ
う
で
す
。

　

私
た
ち
市
民
が
狭
山
藩
の
歴
史
を
学
び
、

そ
の
魅
力
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
狭
山
藩

と
い
う
歴
史
文
化
遺
産
を
、
も
っ
と
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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B-girl
Ayane

B-boy
Shigekix

重
心
の
移
動
、そ
し
て
身
体
各
部
の

ち
ょ
っ
と
し
た
細
や
か
な
身
振
り
の
す

べ
て
に
踊
り
手
の
持
つ
内
面
の
感
性
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。

 

ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
と
は

　

ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
と
い
う
ダ
ン
ス
ス
タ

イ
ル
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
生
ま
れ
進
化

し
て
き
ま
し
た
。元
は
音
楽
の
間
奏
の

部
分
、ブ
レ
イ
ク
ビ
ー
ツ
の
即
興
演
奏

を
ダ
ン
ス
で
表
現
す
る
、言
わ
ば
言
葉

を
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
喋
る
ラ
ッ
プ
の
ダ

ン
ス
版
の
よ
う
な
も
の
で
す
。競
技
は

「
バ
ト
ル
」と
い
っ
て
対
面
で
技
を
競
い

合
う
種
目
と
、コ
ン
テ
ス
ト
形
式
で
競

 

素
晴
ら
し
い
身
体
能
力

　

音
楽
も
効
果
音
も
照
明
も
何
も
な

い
素
舞
台
の
上
を
２
個
の
身
体
が
激

し
く
動
き
ま
す
。広
い
空
間
を
移
動
し

な
が
ら
頭
･
肩
･
肘
･
手
首
･
指
･

尻
･
膝
･
足
首
･
つ
ま
先
…
と
身
体

の
す
べ
て
の
部
分
が
走
り
、跳
び
、か
が

み
、回
り
、持
ち
上
げ
、立
つ
、と
そ
の

運
動
の
流
れ
の
中
で
瞬
間
的
に
位
置

を
変
え
、そ
の
様
は
文
字
で
記
す
こ
と

が
困
難
な
身
体
表
現
の
パ
タ
ー
ン
を
創

り
出
す
の
で
す
。こ
の
身
体
運
動
の
不

思
議
さ
は
全
く
奇
跡
と
で
も
言
う
ば

か
り
で
、動
き
の
様
、そ
れ
に
添
っ
て
の

う「
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」と
い
う
種
目
が
あ

り
ま
す
。

 

姉
弟
の
生
い
た
ち

　

二
人
は
父
･
重
弥
さ
ん
の
仕
事
の

関
係
で
北
海
道
札
幌
市
で
生
ま
れ
ま

し
た
が
、間
も
な
く
大
阪
狭
山
市
に
移

住
。音
楽
好
き
な
両
親
の
も
と
、姉
の

彩
弥
さ
ん
は
幼
い
頃
か
ら
い
く
つ
か
の

習
い
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、４
歳

の
時
に
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
体
験

教
室
で
ダ
ン
ス
を
知
り
、リ
ズ
ム
に
乗
せ

て
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
夢
中
に
な
り

ま
し
た
。彩
弥
さ
ん
が
本
格
的
に
ブ
レ

イ
ク
ダ
ン
ス
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
始
め
た

の
は
10
歳
の
頃
、弟
の
重
幸
君
は
姉
の

レ
ッ
ス
ン
に
付
い
て
行
く
の
で
す
が
、ダ

ン
ス
は
そ
っ
ち
の
け
、好
き
な
絵
ば
か
り

を
描
い
て
い
た
そ
う
で
す
。描
き
た
い
も

の
を
思
い
の
ま
ま
に
、横
這
い
す
る
ザ
リ

ガ
ニ
を
正
面
か
ら
は
さ
み
を
振
り
上

げ
、目
を
丸
く
し
て
い
る
よ
う
に
描
き

「
ザ
リ
ガ
ニ
の
喜
び
」と
い
う
タ
イ
ト
ル

を
つ
け
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
少
年
だ
っ
た

よ
う
で
す
。し
か
し
、だ
ん
だ
ん
彩
弥
さ

ん
の
ダ
ン
ス
に
興
味
を
持
ち
始
め
、重

幸
さ
ん
は
７
歳
の
時
キ
ッ
ズ
の
ブ
レ
イ

ク
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
練
習
を
始
め
ま
し

た
。そ
の
頃
、彩
弥
さ
ん
は
キ
ッ
ズ
女
子

の
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
サ
ーB-girl Ayane

と

し
て
国
内
の
大
会
で
優
勝
を
重
ね
、中

学
を
卒
業
す
る
頃
に
は
海
外
の
大
会

に
も
参
加
、２
０
１
３
年
か
ら
２
０
１

６
年
の
間
に
台
湾
・
フ
ラ
ン
ス
・
カ
ナ

ダ
・
香
港
・
ド
イ
ツ
・
中
国
上
海
と
世

界
各
地
の
競
技
大
会
で
優
勝
を
飾

り
、２
０
１
５
年
･
２
０
１
６
年
と
フ

ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
た〝Hip O

psession  
Bgirl 1on1 Battle 

〞で
は
大
会
２
連
覇

を
す
る
な
ど
、一
躍
世
界
に
羽
ば
た
く

ダ
ン
サ
ー
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
一
方
、弟
の
重
幸
さ
ん
は
姉
の
活
躍

を
目
の
当
た
り
に
し
、短
期
間
に
ど
ん

ど
ん
と
技
を
磨
き
、観
客
の
応
援
も
身

に
つ
け
、２
０
１
３
年
11
歳
の
時
に
世

界
の
大
会
に
挑
戦
、姉
の
彩
弥
さ
ん
に

劣
ら
ず
フ
ラ
ン
ス
の
キ
ッ
ズ
大
会
で
優

勝
す
る
や
無
敵
の
快
進
撃
を
続
け
、世

界
の
キ
ッ
ズ
大
会
を
総
ナ
メ
に
し
、キ
ッ

ズ
ダ
ン
サ
ー
の
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
た
の

で
す
。昨
年
、中
学
を
卒
業
す
る
や
晴

れ
て
キ
ッ
ズ
か
ら
成
人
の
男
子
チ
ー
ム

〈G
-shock

〉と
ア
ス
リ
ー
ト
契
約
を
結

び
、同
じ
年
の
11
月
に
は
15
歳
と
い
う

史
上
最
年
少
の
若
さ
で〝Red Bull BC 
O
ne W

orld Final

〞と
い
う
大
会
に
出

場
を
決
め
ト
ッ
プ
４
に
。続
け
て
２
０

１
８
年
ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ブ
レ
イ

キ
ン（
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
）ア
ジ
ア
大
陸
予

選
で
優
勝
し
ま
し
た
。

 

ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
決
定

　

そ
し
て
今
年
の
５
月
20
日
、日
本
の

カ
ル
ッ
ツ
か
わ
さ
き
で
行
わ
れ
た
ユ
ー
ス

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ブ
レ
イ
キ
ン
競
技
世
界

最
終
予
選
と
な
る〝
W
D
S
F
世
界

ユ
ー
ス
ブ
レ
イ
キ
ン
選
手
権
〞に
見
事
優

勝
し
、10
月
８
日
か
ら
18
日
ま
で
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
・
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
開
催

さ
れ
る
ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
日
本
人

ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
出
場
の
機
会
を
手

に
し
た
の
で
す
。

 

今
の
日
常
生
活

　

現
在
、彩
弥
さ
ん
は
関
西
外
国
語
大

学
の
３
回
生
に
在
学
。こ
れ
か
ら
の
海

外
競
技
大
会
で
世
界
の
強
者
た
ち
と
バ

ト
ル
を
戦
っ
て
い
く
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
英
語
を
始

め
外
国
語
の
習
得
が
必
要
と
勉
強
中
。

ま
た
、ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
の
司
会
や
ダ
ン
ス

ス
ク
ー
ル
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

キ
ッ
ズ
の
指
導
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

弟
の
重
幸
さ
ん
は
大
阪
学
芸
高
等

学
校
１
年
生
。勉
学
中
も
今
後
の
世
界

の
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
シ
ー
ン
を
背
負
っ
て

い
く
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
ダ
ン
ス
第
一
に

邁
進
し
て
い
ま
す
。

 

大
阪
狭
山
市
観
光
大
使
に

　

平
成
30
年
、半
井
彩
弥
･
半
井
重

幸
姉
弟
は
大
阪
狭
山
市
の
観
光
大
使

に
任
命
さ
れ
、そ
の
名
と
力
を
町
の
発

展
に
役
立
て
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
、お
二
人
の
父
重
弥
さ
ん
の
言

葉
で
こ
の
稿
を
終
え
る
こ
と
と
し
ま
す
。

 

〝
二
人
と
も
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
か
分

か
ら
な
い
け
れ
ど
、こ
れ
ま
で
や
っ
て
き

た
ダ
ン
ス
に
対
す
る
一
途
な
想
い
･
行

動
そ
し
て
精
神
力
は
、将
来
な
に
を
す

る
と
し
て
も
大
き
な
財
産
に
な
る
と
思

い
ま
す
。そ
し
て
今
、子
ど
も
達
が
こ
の

よ
う
に
活
躍
す
る
姿
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
見
る
こ
と
の
で
き
る
幸
せ
に
心
か
ら

感
謝
で
す
。古
い
言
葉
の
よ
う
で
す
が
正

に「
子
は
宝
」で
あ
る
と
実
感
し
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
」を
二
人
に
、そ
し
て
支

え
て
下
さ
る
た
く
さ
ん
の
方
々
に
…
〞

半
井 

彩
弥

半
井 

重
幸

Ayane
NAKARAI

Shigeyuki
NAKARAI

世
界
に
挑
戦
す
る
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
サ
ー

大阪狭山に生きる人
interview with people

と
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間
口
いっ
ぱ
い
に
展
開
す
る
野
菜

　

ね
ぎ
・
き
ゅ
う
り
・
な
す
・
ア
ス
パ
ラ・

ピ
ー
マ
ン
・
ト
マ
ト
・
玉
ね
ぎ
、そ
し
て

ズ
ッ
キ
ー
ニ
。野
菜
の
間
に
小
玉
す
い

か
・
桃
・
プ
ラ
ム
等
果
物
類
も
顔
を
見

せ
る
。所
狭
し
の
店
内
を
ほ
ろ
っ
と
笑

顔
の
茂
幸
さ
ん
と
キ
リ
ッ
と
美
人
の
ま

ゆ
み
さ
ん
夫
婦
が
お
客
を
捌
く
。店
の

一
角
に
昔
名
残
の
た
ば
こ
屋
の
ケ
ー
ス
。

軒
下
に
立
て
か
け
た
日
除
け
の
葦
簀
、

店
全
体
が
周
り
の
緑
を
背
景
に
懐
か

し
い
村
の
八
百
屋
さ
ん
の
風
情
。奥
に

は
、「
さ
や
ま
の
え
え
も
ん
」蜂
蜜
と
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
も
。変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で

は
一
枚
板
の
テ
ー
ブ
ル
が
売
り
物
に
出

て
い
る
。店
名
の〝
み
ち
っ
こ
〞は
茂
幸
さ

ん
の
お
母
さ
ん
の
名
前
と
か
！
と
に
か

く
い
い
お
店
で
す
。

産直新鮮狭山やさいの店 みちっこ

大阪狭山市今熊3-750
TEL： 072-365-0596
［営］9：00～18：00
［休］日・月曜日（祝日は営業）
※駐車場あります。

情報
ショップ
大阪狭山市

ば
か
り
の
土
地
は
林
業
に
も
農
業
に
も
適
さ

な
く
、住
民
の
大
半
は
厳
し
い
暮
ら
し
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。山
岳
地
帯
で
暮
ら
す

人
々
は
、お
米
以
外
に
も
バ
ナ
ナ
や
イ
モ
を
主

食
に
し
、決
し
て
豊
か
な
生
活
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
暮
ら
し
て
い
ま

す
。し
か
し
、現
金
収
入
が
乏
し
い
の
で
、衣
類

や
学
用
品
な
ど
を
十
分
に
満
た
す
こ
と
が
で

き
な
い
の
が
現
状
で
す
。穴
が
あ
い
た
T
シ
ャ

ツ
や
擦
り
切
れ
た
ズ
ボ
ン
を
は
い
た
人
を
普

通
に
見
か
け
ま
す
。

教
育
は
未
来
へ
の
投
資

　
小
学
校
で
は
ノ
ー
ト
を
買
え
ず
、先
生
か
ら

貰
っ
た
1
枚
の
紙
を
机
の
上
に
置
き
、授
業

を
受
け
て
い
る
子
ど
も
や
す
べ
て
の
科
目
を

1
冊
の
ノ
ー
ト
に
書
き
込
む
子
ど
も
も
い
ま

す
。

　
両
親
が
炭
鉱
で
働
い
て
い
て
小
学
生
の
子

ど
も
に
妹
や
弟
の
世
話
を
さ
せ
る
た
め
学
校

に
通
わ
せ
な
い
親
が
い
る
と
か
、文
房
貝
を
買

う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
学
校
に
行
か
せ
な

い
親
も
い
る
と
先
生
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

教
育
は
そ
の
国
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
未
来

へ
の
投
資
で
す
。学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も
が

一
人
で
も
少
な
く
な
る
よ
う
に
、そ
し
て
裕
福

な
家
庭
の
子
ど
も
も
貧
困
家
庭
の
子
ど
も

も
、で
き
る
だ
け
同
じ
教
育
環
境
で
勉
強
が

で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
贈
り
物

　
昨
年
は
山
岳
地
帯
の
10
小
学
校
の
全
児

童
に
ノ
ー
ト
や
鉛
筆
、ク
レ
ヨ
ン
な
ど
の
文
房

具
セ
ッ
ト
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、バ
ド

ミ
ン
ト
ン
セ
ッ
ト
な
ど
を
寄
贈
し
ま
し
た
。文
房
具

セ
ッ
ト
は
私
か
ら
子
ど
も
た
ち
ひ
と
り
一
人
に
手
渡
し

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
あ

り
が
と
う
の
言
葉
が
、私
の
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。

幸
せ
を
く
れ
る
人
々

　
文
房
具
の
寄
贈
に
際
し
て
は
学
年
ご
と
の
人
数
や

文
房
具
の
種
類
、搬
入
や
寄
贈
式
の
日
程
な
ど
を
打

ち
合
わ
せ
す
る
た
め
、何
度
も
学
校
を
訪
問
し
ま
す
。

お
昼
に
な
る
と
食
事
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。中
で

も
蒸
し
バ
ナ
ナ
は
最
高
の
味
で
す
。日
本
に
あ
る
バ
ナ

ナ
と
違
い
、太
く
て
短
く
モ
チ
モ
チ
し
た
バ
ナ
ナ
で
、こ

れ
を
蒸
す
と
甘
く
て
柔
ら
か
い
サ
ツ
マ
イ
モ
の
よ
う
に

な
り
何
本
も
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。セ
ブ
に
は
ス
ナ
ッ
ク

と
い
う
呼
び
名
の
お
や
つ
タ
イ
ム
が
午
前
と
午
後
に
あ

り
、パ
ン
や
焼
き
そ
ば
、サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
を
食
べ
ま

す
。家
庭
に
よ
っ
て
は
夜
に
も
ス
ナ
ッ
ク
タ
イ
ム
が
あ
る

と
の
こ
と
で
、と
に
か
く
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
な
人

た
ち
で
す
。

　
学
校
の
休
憩
時
間
に
な
る
と
子
ど
も
た
ち
が
私
に

駆
け
寄
っ
て
き
て
ブ
レ
ス
を
し
て
く
れ
ま
す
。ブ
レ
ス
は

年
上
の
人
に
敬
意
を
表
わ
す
し
ぐ
さ
で
、私
の
手
を
取

り
少
し
お
じ
ぎ
を
し
な
が
ら
、自
分
の
額
に
私
の
手
の

甲
を
押
し
当
て
る
し
ぐ
さ
で
す
。1
0
0
人
ほ
ど
の
子

ど
も
が
私
の
右
手
を
奪
い
合
い
な
が
ら
ブ
レ
ス
を
し
て

く
れ
ま
す
。私
が
と
て
も
幸
せ
を
感
じ
る
と
き
で
す
。

　
高
齢
者
に
敬
意
を
払
い
、貧
し
く
て
も
困
っ
た
人
に

は
手
を
差
し
伸
べ
る
心
豊
か
な
人
々
に
接
し
て
、日
本

に
な
い
も
の
、な
く
な
っ
た
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　
南
国
の
リ
ゾ
ー
卜
地
と
し
て
知
ら
れ
多
く

の
日
本
人
が
訪
れ
る
セ
ブ
島
は
、最
近
、英
会

話
の
留
学
先
と
し
て
も
脚
光
を
浴
び
て
い
ま

す
。私
も
3
か
月
ほ
ど
セ
ブ
市
内
の
語
学
学

校
で
学
び
ま
し
た
が
、英
語
を
母
国
語
と
す

る
教
師
よ
り
も
英
語
を
外
国
語
と
し
て
学
ん

だ
フィ
リ
ピ
ン
人
教
師
の
方
が
、自
ら
苦
労
し

た
発
音
の
練
習
方
法
な
ど
を
伝
授
し
て
く

れ
、初
級
者
の
私
は
と
て
も
解
り
易
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。留
学
費
用
が
安
く
、教

え
方
が
上
手
、こ
う
し
た
理
由
か
ら
セ
ブ
島

の
英
語
留
学
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

　
こ
の
大
都
会
セ
ブ
市
か
ら
車
で
2
時
間
半

ほ
ど
南
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
に
ア
ル
ガ
オ
と
い
う

田
舎
町
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
に
は
高
級
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
や
高
層
ビ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、治
安
は
良
く
、海
あ
り
山
あ
り
の
穏
や
か

な
ま
ち
で
す
。人
口
は
約
7
万
2
干
人
で
す

が
面
積
は
約
1
9
1
㎢
も
あ
り
、大
阪
市
の

約
2
2
5
㎢
よ
り
少
し
狭
い
ぐ
ら
い
で
す
か

ら
人
口
と
比
べ
て
そ
の
広
さ
に
驚
き
ま
す
。こ

の
町
の
大
半
は
山
岳
地
帯
で
、岩
場
や
斜
面

エッセイEssay

フ
ィ
リ
ピ
ン
の

　
田
舎
町
に
て

吉
田 

友
好

大阪狭山市狭山5-2256-2 川端ビル１Ｆ
TEL：072-365-8331
［営］10:00～17:00 ※店内イベントにより変動
［休］日曜日・月曜日・祝日
HP: http://micalanet.tumblr.com/

アジアン雑貨衣料＆カフェMICALA ミカラ 

か
ら
だ
想
い
の
こ
だ
わ
り
玄
米
ラ
ン
チ

　

大
阪
狭
山
市
駅
東
口
を
出
て
左
手
す
ぐ
、軒
先

に
は
異
国
情
緒
溢
れ
る
カ
ラ
フ
ル
な
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー

ド
。一
歩
入
る
と
タ
イ
や
イ
ン
ド
で
買
い
付
け
た
雑
貨

や
服
が
ず
ら
り
。旅
好
き
の
ご
夫
妻
が
服
屋
さ
ん
を

は
じ
め
、お
客
さ
ん
の
要
望
で
カ
フ
ェ
も
併
設
し
た

と
か
。お
す
す
め
は
、発
芽
玄
米
を
炊
い
て
か
ら
2
〜

3
日
間
熟
成
発
酵
さ
せ
た
こ
だ
わ
り
の
玄
米
が
付

い
た
多
国
籍
ラ
ン
チ
。発
酵
玄
米
は
も
っ
ち
り
と
食

べ
や
す
く
、栄
養
価
も
高
く
、消
化
に
も
よ
い
と
三
拍

子
。〝
大
切
な
人
に
か
ら
だ
に
優
し
い
安
心
で
き
る
も

の
を
口
に
し
て
欲
し
い
〞と
野
菜
も
主
に
南
河
内
産

を
使
用
。旬
野
菜
と
玄
米
の
こ
だ
わ
り
料
理
に
ワ
ク

ワ
ク
す
る
よ
う
な
ア
ジ
ア
ン
雑
貨
で
旅
行
気
分
を
楽

し
ん
で
！

リポート
グルメ
大阪狭山市

た

ランチプレート
(サラダ、日替わりおかず、
ドリンク、ミニデザート付き)：1,100円

ランチプレート
(サラダ、日替わりおかず、
ドリンク、ミニデザート付き)：1,100円

大
阪
狭
山
市
駅

大
阪
狭
山
市
駅

●SAYAKAホール●SAYAKAホール

●ファミリーマート●ファミリーマート

●消防署●消防署

●市役所●市役所

生協コープ●生協コープ●

●
紀陽
銀行

●
紀陽
銀行

関西
アーバン
銀行
●

関西
アーバン
銀行
●

店内で顔ヨガや、ろっ骨エクササイズ
“カキラ”も開催。 詳しくはお店まで。

店内で顔ヨガや、ろっ骨エクササイズ
“カキラ”も開催。 詳しくはお店まで。

DamGO 現地のピサヤ語で「夢」という意味

帝塚山学院大学
狭山キャンパス
帝塚山学院大学
狭山キャンパス

池之内橋池之内橋

3
1
0
号
線

3
1
0
号
線

と
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第2回 「1960’s」

よんこままんが 桜姉妹の日常
作：谷奥 詩織（帝塚山学院大学漫画クラブ）

お地蔵さまが微笑む理由は…

クルマで走ってちゃ見逃してしまう、そんな大阪狭山市の魅力スポットをナビゲート！

de

こんにちは！今回紹介させていただくのは、西高野街道沿い、おわり坂を下り茱萸木
公民館の交差点を過ぎて少し南に進むと見えてくる"玄昌法師地蔵尊"です。まだ、小
さかった頃にこの場所の隣にある幼稚園でよく遊んでいた私にとってはお地蔵さま
がとても優しい顔なのが印象的です。昔から歯痛や頭痛に効くと有名です。このお地
蔵さまへのお参りには珍しい特徴があります。それはお地蔵さまの頭には水ではなく
"お酒"をかけるということです！！！なぜなら昔、このお地蔵さまのモデルとなったお坊
さまがお酒が大好きだったからだそうです。ですから、今では"酒かけ地蔵"として親し
まれています。お地蔵さまの顔が優しく笑っているように見えるのは、お参りが嬉しい
からなのか、または酔っ払っているからなのか、どちらなのでしょうか(笑)。皆さんも優
しい笑顔見に行かれてはいかがですか？お酒の香りがするお堂の中に入るとお地蔵
さんの微笑む理由がわかるかも知れませんね！

さやま未来プランナー　長島　祭

読者の声

読者の作品 LOUNGE
アグアラウンジ

投稿募集投稿募集
随時受付しています随時受付しています

皆さんの本誌に関する感想や出来事を200字以内でお寄せください。
また、「あなたの大阪狭山市発見」というテーマで、詩・俳句・和歌・写真・絵画等も募集致します。
採用された方にはSAYAKAホール「たこ昌」で使えるお食事券をプレゼント致します。

皆さんの本誌に関する感想や出来事を200字以内でお寄せください。
また、「あなたの大阪狭山市発見」というテーマで、詩・俳句・和歌・写真・絵画等も募集致します。
採用された方にはSAYAKAホール「たこ昌」で使えるお食事券をプレゼント致します。

vol.12の感想vol.12の感想

大阪狭山市大野台 N様

A

1

B

5

C

PRESENT QUIZPRESENT QUIZ

問題制作

※「さやま検定」に
　ヒントがあります。

ウッディ・プラン

ハガキにクロスワードパズルの答え、希望の商品名・郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号「AGUA」についてのご感想を明記のうえ、次の宛先
までご応募ください。応募者（正解者）多数の場合は抽選になります。なお、当選者の発表は、商品の発送を持ってかえさせていただきます。締切
は8月20日（当日消印有効）。〒589-0005大阪狭山市狭山1-875-1 公益財団法人大阪狭山市文化振興事業団「AGUAプレゼント」係へ

応募
方法

賞

3組6名様
ペアチケット

プレゼント

A 賞B 賞C

2018年

レストラン
SAYAKA
レストラン
SAYAKA
（SAYAKAホール・4F）（SAYAKAホール・4F）

たこ焼き（2人前）
お食事券

3名様プレゼント

SAYAKA JAZZ LOUNGE vol.9

2018年

3組6名様
ペアチケット

プレゼント

《タテのカギ》
❶ この元号も30年で終わりそうです。
❷ 高所で作業する建設業の
　 人々やその仕事のこと
❸ 昔はこうした結婚が主流でした
❺ 「注連縄」「七五三縄」「標縄」の読み
❼ 鱈の卵巣を塩漬けにしたもの
❾ けがれがなく純真なこと

《ヨコのカギ》
❷ 岸辺や船上から投げ入れて魚を捕る漁網
❹ 「南無阿弥陀仏作善集」に、
　 重源が狭山池を改修した時に伏せたとある
❻ 「◯◯を食う」「◯◯を負う」
❼ この国の通貨は「バーツ」
❽ 刈り取った稲を積み重ねたもの
10 片桐且元は、狭山池北堤の補強に
　 木製◯◯◯◯を構築した

SAYAKAクラシックススペシャル第2回

水谷川優子＆山宮るり子
チェロ＆ハープ デュオ・コンサート

前号の答えは、「オミキ」でした。

珍味、
魚の糠漬け

A～Cを並び替えて
できる言葉は？

ヒント

89 土 129 水
場所／小ホール
　　　（全席指定）
開演／14：00
※開場は開演の30分前
前売一般／2,500円
（当日500円UP）

場所／小ホール
　　　（全席指定）
開演／18：30
※開場は開演の30分前
前売一般／2,200円
（当日300円UP）

2 3

8

6 7
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や
っ
ぱ
り
無
難
に

こ
う
い
う
感
じ
か
な

わ
た
し
の
願
い
事
は

コ
レ
だ
よ
！

ジ
ャ
ジ
ャ
ー
ン
★

何
か
な
？
何
か
な
？

な
る
ほ
ど
ー

吉
野
ら
し
い
ね
☆

七
夕
祭
り
に
や
っ
て
来
た

桜
姉
妹
、短
冊
に

願
い
事
を
書
い
て
い
ま
す
。

願
い
事
か
け
た
ー
？

う
ん
、書
け
た
よ

　四月初め、初孫の入学式、娘夫婦は「やれやれやっ

とここまでこれた」と感無量の面持ち。私たち夫婦も娘の

入学は特に思い出深い。どうゆう訳かランドセルを背

負っている。今から一緒に卒園した友だちとこども園の先

生に会いに行くそうだ。子どもたちの表情は明るい。

　狭山池博物館へ展覧会に行ったり、講演を聴講に行ったり、

何度か訪れています。今回、「もろこもなか」があると知り、お店を

尋ねた折、SAYAKAホールを見かけて立ち寄ったことで、初め

て貴誌を知りました。狭山池1400年記念号には、「へぇ！！」がたく

さんありましたし、もなかのお店も長期休業中で、レストラン

SAYAKAでお昼ご飯にして博物館へ向かいました。

　実は10年以前、大阪の友人とSAYAKAホールに観劇に

行っていたのです。連れられて行ったので、大阪狭山市がどこな

のかわからないままでした。こんなステキな冊子ができてたなんて！ 

大阪狭山市とのご縁は白洲正子「かくれ里」に描かれている末

永稚雄さんでした。駅から博物館への道でお宅に出会ったとき

は感激しました！ 昨年生誕120年で展覧会などでますます末永

さんの生涯や考え方にひかれています。貴誌で紹介されている

飲食店も寄ってみたいです。号ごとに変わる表紙の調子もいい

ですね！！ 三重県名張市 女性

「もなか」を求め「AGUA」に出会う初孫は小学1年生

あ
な
た
の

イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
写
真
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

私はサヤカホールへ行った折、AGUAをもらっ
てきます。そしてクロスワードパズルを解くのが
大好きです。わからない事はあらゆる手を考え
ときます。難しいですが出来たときは嬉しいです。

大阪狭山市山本東 M様（78才）

「グルメリポート」はランチ中心がいいと
思います。

大阪狭山市大野台 A様（69才）

「友人からの手紙」がとても心に残りました。龍雲
寺の知られざる歴史の一幕ですね。北条氏の生
活ぶりが目に浮かぶようでした。

大阪狭山市狭山 H様（65才）こんなステキな冊子があることを知りませんで
した。自分の居住しているあたりしか知らず、狭
山の魅力に引き付けられました。まだ自然も豊
かで、このまま残していかねばと思いました。

大阪狭山市大野台 K様（73才）

「友人からの手紙」が印象に残りまし
た。間違いを指摘してくれる友人の
歴史を調べておられることも、勉強家
だなと思いましたが、その間違いを素
直に受け止めて、調査をしなおす橋
上さんに脱帽です。今の世の中「わ
れさきに」「自分が一番」と思うミーイ
ズム（自己中心主義）の人が増えて
いる中、さわやかな記事でした。良い
記事をいつもありがとうございます。

大阪狭山市狭山 N様（54才）

お
、お
姉
ち
ゃ
ん
！！

「
征
服
」じ
ゃ
な
く
て

「
制
服
」に
な
って
る
よ
！！

ランドセルを背負ってるのは孫、娘？ランドセルを背負ってるのは孫、娘？編編

もろこは水に帰ったのでしょうか？もろこは水に帰ったのでしょうか？編編

呑みすぎには
気をつけます
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